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ま
す
。
新
し
い
校
舎
は
在
校
生
の
皆
さ
ん
の
若
い
声
が
満
ち

支
部
の
総
会
に
出
席
さ
れ
た
折
に
お
渡
し
出
来
る
か
と
思
い
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一　
な
花
を
咲
か
せ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
Ｆ
″　
　
　
一　
他
人
の
立
場
に
我
が
身
を
置

い
て
考
　
一
て
述

べ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
古
女

昨
年
度
は
関
東

・
古
川

・
田
尻

・
仙
台
の
四
支
部
で
総
会
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えヽ
、
そ
の
人
に
共
感
す
る
こ
と

の
で
き
　
一
生

に
会

っ
て
触

発
さ

れ

て
初

め

て
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黎
明
の
進
路

進
路
指
導
部
長
　
玉
田
賢
司

今
春
、
古
川
黎
明
中
学
校

上
向
等
学
校

と
な

つ
て
初
め
て
、
医
学
部
医
学
科

へ
の

合
格
者
が
二
名
、
歯
学
部

へ
の
合
格
者
が

一
名
出
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
将
来
は
医

師
と
し
て
地
域
の
医
療
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
熱

い
思
い
を
も

つ
若
者
た
ち
で
す
。

い
つ
か
必
ず
そ
の
大
志
を
果
た
し
て
く
れ

る
こ
と
で
し
よ
う
。

彼
ら
に
限
ら
ず
、
古
川
黎
明
の
卒
業
生

に
は
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
熱
い
思

い
を
も

つ
た
若
者
が
多
く
い
ま
す
。
「大

崎
市
を
若
者

の
目
線

か
ら
活
性
化
し
た

い
！
」
そ
ん
な
思
い
を
も

つ
た
若
者
が
集

ま

っ
て
で
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
＞
く
的
μ
Ｆ

合
ア
バ
イ
ン
」
と
読
み
、
方
言

の

「あ

ば
い
ん

（意
味

い
お
い
で
、　
一
緒
に
行
こ

＞２

」
に
由
来
）
の
中
心
メ
ン
バ
ー
も
古

川
黎
明
を
卒
業
し
た
大
学
生
た
ち
で
す
。

「若
者
が
活
躍
で
き
る
場
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
商
店
街
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

交
流
を
推
進
す
る
活
動
」
を
行

っ
て
い
る

こ
の
団
体
、
大
崎
に
お
住
ま
い
の
同
窓
生

の
方

々
の
中
に
は
す
で
に
ご
存
じ
の
方
も

い
る
こ
と
で
し
よ
う
。
是
非
ご
支
援
く
だ

さ
い
。
こ
う
し
た
若
者
た
ち
が
同
窓
生
と
し
て

社
会
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
は
学
校
に

と

っ
て
真
に
誇
り
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
、
古
川

黎
明
中
高

一
貫
生
の

一
期
生
が
教
育
実
習

に
来
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
あ

っ

た
あ
の
二
月
に
卒
業
し
た
子
た
ち
で
す
。

月
日
の
経

つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。
震
災

か
ら
の
復
興
は
物
理
的
な
も
の
ば
か
り
で

な
く
、
復
興
を
担

っ
て
い
く
人
材
の
育
成

も
不
可
欠
で
す
。
医
療
や
経
済
、
教
育
と

様

々
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
を
古
川
黎

明
か
ら

一
人
で
も
多
く
輩
出
で
き
る
よ
う

今
後
も
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈今
春
の
主
な
進
路
先
）

○
国
公
立
大

北
海
道
大
、
弘
前
大
、
秋
田
大
、
岩
手
大
、

東
北
大
、
宮
城
教
育
大
、
宮
城
大
、
山
形
大
、

埼
玉
大
、
群
馬
県
立
女
子
大
、
新
潟
大
、

都
留
文
科
大

①
私
立
大

東
北
学
院
大
、
宮
城
学
院
女
子
大
、
尚
細

学
院
大
、
仙
台
白
百
合
女
子
大
、
東
北
福

祉
大
、
東
北
薬
科
大
、
東
北
文
化
学
園
大
、

東
北
工
業
大
、
仙
台
大
、
岩
手
医
科
大
、

東
北
芸
術
工
科
大
、
国
際
医
療
福
祉
大
、

共
愛
前
橋
国
際
大
、
日
本
工
業
大
、
自
鴎
大
、

獨
協
大
、
文
教
大
、
淑
徳
大
、
城
西
国
際
大
、

神
日
外
語
大
、
大
妻
女
子
大
、
杏
林
大
、

駒

澤
大
、
駒

沢
女

子
大
、
固
學
院
大
、

成
険
大
、
専
修
大
、
玉
川
大
、
拓
殖
大
、

中
央
大
、
帝
京
平
成
大
、
東
京
農
業
大
、

東
京
工
科
大
、
東
京
聖
栄
大
、
日
本
体

育
大
、
和
光
大
、
早
稲
田
大
、
明
治
大
、

明
治
学
院
大
、
昭
和
音
楽
大
、
東
海
大
、

フ

ェ
リ
ス
女
学
院
大
、
関
東
学
院
大
、

新

潟

医
療

福

祉

大
、
金

沢

工
業

大
、

同
志
社

大
、
龍

谷
大
、
甲
南

女

子
大

○
看
護
専
門
学
校

石
巻
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
、
国
立
病

院
機
構
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護

助
産
学
校
、
仙
台
徳
州
看
護
専
門
学
校
、

旭

中
央
病

院

附

属
看
護
専

門
学
校
、

君
津
中
央
病
院
附
属
看
護
専
門
学
校

［公
務
員

・
民
間
就
職
］

大
崎
市
職
員
、
警
視
庁
警
察
官
、
航
空

自
衛
隊

一
般
曹
候
補
生
、
ア
ル
プ

ス
電

気
株
式
会
社
古
川
工
場
、
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
株

式
会
社
東
北
事
業
所
、
古
川
農
業
協
同

組
合
、
株
式
会
社
西
巻
、
合
資
会
社
古

川
ポ
ン
プ
製
作
所

初代校舎

二代 目校舎

三代 目校舎

過去3カ年の卒業生進路統計
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古
川
支
部
総
会
は
例
年
の
如
く
七
月
第

一

日
曜
日

（本
年
度
は
七
月
七
日
）
に
会
員
三

十
名

の
参
加
を
も

つ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
は

「詐
偽
犯
罪
か
ら
お
財
布
を

守
る
為
に
」
と
い
う
題
で
、
と
か
く
近
年
高

齢
者
が
標
的
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
多

い
犯

罪
等
に

つ
い
て
消
費
生
活
相
談
員
の
方
か
ら

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
懇
親

の

ひ
と
と
き
に
は
同
窓

の
姉
妹
と

一
年
ぶ
り
の

再
会
を
喜
び
あ
い
、
歌
や
踊
り
に

一
段
と
磨

き

の
か
か

っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
拍
手
喝

采
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
黎
明
校
長
庄
子
先
生
が
私

達
を
ご
案
内
し
て
下
さ
り
、
完
成
あ
い
成

っ

た
素
晴
ら
し
い
新
校
舎
を
拝
見
致
し
大
感
動

で
し
た
。
時
代
は
新
世
代
を
求
め
て
前
進
し

て
い
る
と
い
う
思
い
が
し
ま
し
た
。

私
達

の
母
校

の
発
展
と
躍
進
を
祈
り
ま
す
。

支
部
長
　
庄
司
美
和
子

「年
二
回
の
語
ら
い
を
楽
し
み
に
」

二
十
三
年
十

一
月
に
、
初
代
平
野
支
部
長

の
お
力
で
よ
う
や
く
誕
生
し
た

「
田
尻
白
梅

△
〓
」　
。

二
十
四
年
度

の
総
会
は
沼
部
公
民
館

で
、

恩
師

の
相
澤
信
先
生
を
お
招
き
し
て

「生
活

リ
ズ
ム
と
睡
眠
」
の
講
演
を
拝
聴
致
し
ま
し

た
。
研
修
会
は
二
月
仙
台
か
ら
桂
友
楽
師
匠

を
お
よ
び
し
て
新
春
落
語
の
会
を
持
ち
、　
一

般

の
方

々
の
参
加
も
あ
り
、
笑
い
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
五
年
度

の
総
会
後
、
い
き
い
き
三
ク

ラ
ブ

の
舞
踊
や
演
歌
で
楽
し
み
ま
し
た
。
秋

の
研
修
会
は
新
装
な

っ
た
母
校

の
見
学
と
し

ゃ
れ
こ
み
、
日
曜
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
庄
子

校
長
先
生
、
小
林
裕
美
先
生
に
ご
案
内
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
は

「吉
野
作
造
記
念

館
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

二
十
六
年
の
総
会
は
、
七
月
二
十

一
日
に

パ
レ
ッ
ト
お
お
さ
き
で
移
動
総
会
と
し
、
午

後
は
大
ホ
ー
ル
で
、
母
校
の
後
輩

「
ヨ
ー
ラ

ス
部
」
の
発
表
を
聴
く
こ
と
に
な

つ
て
い
ま

す
。
会
員
達
は
、
大
崎
市
の
バ
ス
で
古
川
ま

で
移
動
し
、

コ
ー
ラ
ス
を
聴
く
の
を
大
変
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

支
部
長
　
佐
藤
紀
久
子

一
月
末
新
春
恒
例
の
旧
古
川
市
内
四
校
関

東
同
窓
会
で
は
、
二
十

一
年
目
と
な
る
年
月

に
、
こ
れ
ま
で
繋

い
て
く
れ
た
先
輩
方
に
感

謝
し
、
四
校
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
結
束
し
発

展
し
て
い
く
事
を
誓

い
ま
し
た
。
公
演
は
我

が
黎
明
高
の
三
名

（昭
三
十
九
年
卒
の
鈴
木
、

渡
辺
、
佐
野
）
に
よ
る

「
み
や
ぎ

の
民
話
」

が
語
ら
れ
、
故
郷

の
言
葉
に
よ
る
熱
演
ぶ
り

に
会
場
は
大
い
に
湧
き
ま
し
た
。
三
名
が
在

学
中
教
諭
で
い
ら
し
た
中
島
正
三
先
生

（八

十
才
）
が
古
高
卒
と
し
て
ご
参
加
、
教
え
子

を
見
守

っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

関
東
支
部
同
窓
会
は
新
緑
の
五
月
末
開
か

れ
ま
し
た
。
今
年
は
本
部
の
ご
協
力
で
高
女
、

古
女
、
黎
明
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
千
葉
会
長
の
ご
説

明
で
、
更
に
待
望

の
新
校
舎
を
校
長
先
生
撮

影
の
映
像
で
拝
見
し
、
懐
か
し
さ
と
立
派
な

新
校
舎
に
目
を
見
張
り
ま
し
た
。
特
に
シ
ン

ボ

ル
の
自
梅
の
移
植
と
四
月
開
花

の
様
子
に

安
堵
致
し
ま
し
た
。
六
年
後
の
オ
リ
ン
ピ

ツ

ク
の
年
は
高
校
百
周
年
、
中
学
十
五
周
年
の

輝
か
し
い
年
と
伺

い
ま
し
た
。
母
校

の
更
な

る
躍
進
を
見
守
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
部
長
　
萩
原
　
節
子

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
早
い
も

の
で
三
年

と
三
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
復

興
は
ま
だ
半
ば
と
は
い
え
被
害
を
受
け
た
田

ん
ぼ

の

一
部
に
苗
が
植
え
ら
れ
、
そ
の
苗
が

青

々
と
成
長
し
て
い
る
様
を
目
に
す
る
と
ど

こ
か
ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
ご
機
嫌
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
よ
う
か
。

さ
て
、
仙
台
支
部
に
つ
き
ま
し
て
は
平
成
二

十
四
年
度
か
ら
懇
親
会
と
い
う
形
で
活
動
を
続

け

て
お
り
ま
す
が
、
昨
年

は
十

一
月
七

日

（木
）
真
福
寺
さ
ん
を
会
場
に
、
本
部
か
ら
会

長
の
千
葉
様
と
副
会
長
の
三
浦
様
に
お
出
で
い

た
だ
き
、
当
時
の
思
い
出
話
や
近
況
報
告
な
ど

で
、
賑
や
か
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

会
員
の
参
加
は
十

一
名
と
ま
だ
ま
だ
少
な
い

の
で
す
が
、
声
が
け
な
ど
で
誘
い
あ

っ
た
新
し

い
参
加
者
の
方
も
何
名
か
い
て
嬉
し
い
会
に
な

り
ま
し
た
。
若
い
方
に
も
も

つ
と
参
加
し
て
ほ

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
他
支
部
の
皆
様
の
活
動

の
様
子
な
ど
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

考
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
母
校
の
益
々
の
発

展
と
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
長
　
伊
藤
　
扶
佐
子
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「手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
」

み
な
さ
ま
　
相
変
わ
ら
ず
活
発
で
元
気

に
ご
活
躍
で
し
ょ
う
か
。
気
付
け
ば
卒
業

し
て
か
ら
二
十
年
。
少
し

『
相
変
わ
ら
ず
』

と
い
う
言
葉
が
似
合
わ
な
く
な

っ
て
き
た

位
に
、
み
な
さ
ま
は
素
敵
に
な
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

私
は
古
女
を
卒
業
後
、　
一
浪
し
て
東
京

の
美
術
大
学

へ
進
学
し
、
ゲ
ー
ム
メ
ー
カ

ー

（株
）
セ
ガ
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
し

て

一
度
転
職
し
て
、
現
在
は
玩
具
メ
ー
カ

ー
の

（株
）
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
で
ガ
チ
ヤ
ガ

チ
ャ
の
商
品
開
発
に
八
年
間
従
事
し
て
い

ま
す
。
日

々
、
企
画
会
議
、
外
部
交
渉
、

進
行
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
納
期
、
売
上
に
追

わ
れ
、
泣
き

っ
面
な
が
ら
も
遮
二
無
二
に

楽
し
く
働
き
、
独
身
の
ま
ま
今
に
至

っ
て

し
ま

っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
や
は
り
そ

こ
そ
こ
の
お
局
年
齢
に
な

っ
て
き
た
の
で
、

代
表
作
な
ど
も
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
、

昨
年
は
佐
川
急
便
の
イ
ケ
メ
ン
ド
ラ
イ
バ

ー
を
フ
イ
ギ

ュ
ア
化
し
た

「佐
川
男
子
ガ

チ
ャ
」
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
の

「あ
ま
ち
ゃ

ん
ガ
チ
ヤ
」
が
業
界
内
で
ヒ
ツ
ト
し
、
「大

人
向
け
ガ
チ
ャ
」
と

い
う
新
語
が
で
き
、

新
聞
各
種
、
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
出
演
や
ネ

ツ
ト

ニ
ュ
ー
ス
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
取
材
な

ど
数
多
く
取
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
思

い
起
こ
せ
ば
初
の
テ
レ
ビ
出
演
は
高
校

一

年
生
の
時
で

「音
痴

コ
ン
テ
ス
ト
」
と
い

う
テ
レ
ビ
の
バ
ラ

エ
テ
ィ
番
組
で
し
た
。

地
方
大
会
の
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
新
幹
線

で
上
京
し
、
決
勝
戦
で
全
国
ネ

ッ
ト
の
生

放
送
に
出
演
し
ま
し
た
。
周
囲
を
驚
か
せ

た
く
て
内
緒
で
出
た
為
、
偶
然
観
て
く
れ

た
人
が
多
く
、
翌
日
何
食
わ
ぬ
顔
を
し
て

ソ
フ
ト
部
の
部
活
に
参
加
し
た
ら
、
噂
を

聞
き

つ
け
た
顧
問

の
渡
辺
秀
鳳
先
生
に

「き
ち
ん
と
み
ん
な
に
言

っ
て
か
ら
テ
レ

ビ
に
出
な
さ
い
」
と
冬
季
用
練
習
場
の
農

業
用
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

（通
称
いド
ー
ム
）

の
中
で
笑
顔
で
叱
ら
れ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す

（笑
）

私
の
仕
事
は
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
な
が
ら
、

オ
モ
チ
ャ
と
い
う

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

を
創
る
仕
事
で
す
。
自
分
の
身
近
な
人
間

を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ら
、

不
特
定
多
数
の
消
費
者
に
喜
ん
で
貰
え
る

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
「周
囲
を
楽
し
ま

せ
る
に
は
」
と
い
う
発
想
は
確
実
に
古
女

の
同
級
生
に
鍛
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
古
女
の
学
祭
の

「ミ
ス
・
ミ
ス
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
ミ
ス
で
も
ミ
ス
タ
ー

で
も
な
い

『
オ
カ
マ
』
の

「芸
者
ガ
ー
ル

ズ
」
と
し
て
出
場
し
た
の
は
、
今
の
仕
事

に
活
き
る
ア
イ
デ
ア
の
原
点
だ

っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん

（笑
）

ま
た
、
去
年
の
朝
ド
ラ
の

「あ
ま
ち
や

ん
」
を
観
な
が
ら
よ
く
古
女
の
同
級
生
た

ち
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。
あ
の
ユ
ニ

ー
ク
で
愛
ら
し
い
海
女
軍
団
の
配
役
を
同

級
生
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
容
易
で
、
想

像
し
て
は
よ
く
朝
の
満
員
の
通
勤
電
車
で

吹
き
出
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
生
笑

っ
た
り
怒

っ
た
り
、
楽
し
い
こ
と
も
辛
い

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ど
ん
な

状
況
で
さ
え
、
笑
い
話
に
変
換
で
き
る
違

し
さ
を
身
に
つ
け
た
ら
れ
た
の
は
古
女
で

学
ん
だ
お
お
ら
か
で
凛
と
し
た
校
風
と
、

芸
人
さ
ん
顔
負
け
の
お
笑
い
ジ

エ
ン
ヌ
の

よ
う
な
愉
快
な
同
級
生
た
ち
に
囲
ま
れ
た

お
陰
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
同
級
生
と
過

ご
し
た
、
あ
の
笑
い
と
優
し
さ
に
包
ま
れ

た
小
麦
色
の
肌
の
時
代
を
今
で
も
深
く
愛

し
て
や
み
ま
せ
ん
。
戻
れ
な
い
時
間
の
流

れ
の
中
で

『
相
変
わ
ら
ず
』
と
思
い
合
え

る
仲
間
が
い
る
こ
と
は
い
つ
ま
で
も
大
切

に
し
た
い
で
す
。

「二
十
年
後
を
楽
し
み
に
…
」

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
お
元
気
で
す

か
？
　
私
は

一
年
程
前
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に

住
ん
で
い
ま
す
。
四
十
才
日
前

の
こ
の
年

で
来
る
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

中
学
生
の
頃
か
ら
海
外
に
は
住
み
た
い
と

思

っ
て
い
ま
し
た
。
古
女
を
卒
業
後
は
宮

城
調
理
師
専
門
学
校

へ
行
き
、
そ
の
後
は

仙
台
に
約
十
年

・
東
京
に
約
七
年
住
み
。ハ

テ
イ
シ
エ
や
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
等
、
主
に
飲

食
業
に
携
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
語

学

へ
の
興
味
も
尽
き
る
事
は
な
く
独
学
で

英
語
の
勉
強
は
続
け
、
数
年
間
は
子
供
英

会
話
教
室
の
講
師
を
し
た
事
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
教
室
が
あ

っ
た
七
ヶ
浜
も
被
害

を
受
け
た
大
震
災
が
、
海
外
行
き
を
考
え

る
き

っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
明
日
ど
う

な
る
か
分
か
ら
な
い
の
に
、
や
り
た
い
事

を
や

っ
て
お
か
な
い
と
後
悔
す
る
と
思

っ

た
の
で
す
。

今
は
パ
リ
の
飲
食
店
で
働
い
て
い
ま
す

が
、
言
葉
も
分
か
ら
な
い

・
知
り
合
い
も

い
な
い
国
と
い
う
事
で
求
人
を
見
た
時
は

少
し
考
え
ま
し
た
。
で
す
が
英
会
話
講
師

の
時
に
海
外
に
住
ん
で
み
な
い
と
分
か
ら

な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
て
い
た
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の
で
、
良
い
チ
ヤ
ン
ス
だ
し
英
語
で
何
と

か
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
来
る
事
に
し
ま
し

た
。
レ
一ち
ら
に
来
て
か
ら

「友
人
宅
で
の
パ

ー
テ
イ
ー
で
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
対
面
」

と
い
う
状
況
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ

に
打
ち
解
け

一
緒
に
酔

っ
払
え
る
図
太
さ

が
今

の
私
に
は
あ
り
ま
す
。
で
も
昔
の
私

は
人
見
知
り
で
、
人
前
に
出
る
の
も
苦
手

で
し
た
。
そ
ん
な
部
分
を
変
え
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
、
古
女
の
頃
に
英
語
弁
論

大
会
に
出
さ
せ
て
も
ら

つ
た
り
、
生
徒
総

会
の
議
長

行
↓
を
や
ら
せ
て
も
ら

つ
た
様

な
記
憶
も
あ
り
ま
す
。
何
も
か
も
新
し
い

環
境
を
自
分
で
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

土
地
に
わ
ざ
わ
ざ
来
て
、
今
こ
う
し
て
楽

し
く
お
酒
が
飲
め
る
の
も
古
女
時
代
の
小

さ
な
チ
ヤ
レ
ン
ジ
の
お
陰
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。古

女
を
卒
業
し
て
か
ら
二
十
年
と
い
う

事
で
す
が
、
当
時
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
は
今
ほ
ど

一
般
的
で
は
な
く
、
ポ

ケ
ベ
ル
を
持

っ
て
い
る
友
人
が
何
人
か
い

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
立
日
楽
を
持
ち
出

す
に
は
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
必
要
で
し
た

今
は
パ
リ
に
い
て
も
宮
城
の
友
人
と
い
つ

で
も
気
軽
に
話
す
事
が
で
き
ま
す
。
立日
楽

は

一
度
に
何
万
曲
も
持
ち
出
せ
ま
す
。
≡
」

れ
か
ら
ま
た
二
十
年
後
、
世
の
中
の
変
化

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
分
が
ど
れ
だ
け

図
太
く
な

っ
て
い
く
の
か
も
楽
し
み
に
待

と
う
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

お
忙
し
い
中
、
原
稿
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

多
く
の
方

々
と

の
深

い
絆
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

同
窓
生

の
皆
様

の
ご
活
躍
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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